






































































































































































６ 　鶴見和子「内発的発展論へ向けて」（川田侃 ･ 三輪公忠編『現代国際関係論』東京大学出版会、




























文化交流、15 ～ 16 世紀の世界航海時代、19 世紀の産業革命の波及などをグローバリゼー
ションの発展のエポックメイキングな時代として指摘している。しかし 20 世紀末、とく












































10 　藤原帰一「グローバリゼーションとは何か」（国分良成 ･ 藤原帰一 ･ 林振江編『グローバル化し
た中国はどうなるか』新書館、2000 年、76-89 頁参照）。
11 　平野健一郎「グローバリゼーション下のアジア ･ 太平洋における社会 ･ 文化変容と地域研究」（『北
東アジア研究』第２号、2001 年 10 月 21-30 頁参照）。




















































































































　かつて、2000 年の初頭、第 17 期日本学術会議において板垣雄三第１部（人文科学）委
員から地域研究に関して第２部（法律 ･ 政治）と第３部（経営 ･ 経済）の研究者に連携の
申し込みがあった。当時、第２部会員であった筆者は、まだ地域研究のネットワーク的連

























『北東アジア研究』第 20 号（2011 年１月）
− 16 −
を超えた海洋の「地域公共財」を追究しようとする（福原裕二）ような注目すべきものも
現れている。ロシア研究においても「超域現象としての体制移行」の研究が新しい視点を
提起している。このようななかからどのような超域研究が生み出されてくるであろうか。
　その意味で今回のシンポジウムにおいては提起される個別研究における普遍的方向とそ
の相互関係の具体的解明に期待している。
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